
 ミヤコドリ 

   写真提供：野付半島ネイチャーセンター 専門員 石下亜衣紗氏、別海町観光協会事務局 山内絵理氏 

  
 

ふるさと講座・自然系第１回目 

シギ・チドリ観察会のお知らせ！  ●日 時 平成２５年５月１２日（日）午前９時～１２時 ●場 所 風蓮湖（集合・解散－郷土資料館） ●講 師 別海町郷土研究会 会長 渡辺 昇 氏 ●内 容 この時期数多く見られる「シギ・チドリ」を中心と した観察会を行います。 タンチョウやオジロワシなども見る事が出来ます。 ●定 員 １５名（電話・FAX・メールにて氏名・電話番号を ５月１０日（金）までにご連絡ください。）  ●その他 図鑑・双眼鏡をお持ちの方は持参ください。当館でも若干貸出しします。 
  

ふるさと講座・歴史系第１回目を実施しました。 

歴史の道を歩く！江戸時代のノツケ～野付通行屋跡・番屋跡遺跡 

  ●日 時 平成２５年４月２０日（土）午前９時３０分～１３時 ●場 所 野付半島ネイチャーセンター、野付通行屋跡・番屋跡遺跡 ●ガイド 別海町郷土資料館 石渡一人 野付半島ネイチャーセンター 石下亜衣紗 ●参加者 ２１名  野付半島ネイチャーセンターで 40 分ほどレクチャーを行いました。その後、通行屋跡遺跡入口まで車で移動し、そこから約 2km 歩きます。オジロワシ・タンチョウ・ヒバリ、ヒドリガモなどの野鳥、エゾシカの群れを観察しながら遺跡に到着しました。土塁、墓石、建物跡、畑の畝跡などを実際に見ながら、江戸時代の様子に思いを馳せました。  さらに詳しくは、こちらから！配布資料も見れます http://betsukai.jp/blog/0001/index.php?ID=3298 
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     ４月２７日（土）子どもまつりの体験コーナーの一つとして出店いたしました。シリコン型に石膏を流し、取り外し（ボランティアの中学生による）、整形し完成するというものです。小型のアンモナイトを使用し、わずかな時間で作成出来るようにしました。ヤスリを使い真剣な眼差しで化石レプリカを完成させていました。    
 

 

    

別海町郷土資料館だより No.１６６ 発行日 平成２５年５月１日 発行所 別海町郷土資料館 別海町別海宮舞町 30 番地 電話  0153－75-0802（FAX 兼） e-mail kyoudo@betsukai.jp 
編集後記  寒い 4 月が終わりました。鳥や花で少しは春を感じられるのですが、気温はまだまだです。野外での活動もこれから多くなるので、暖かくなってほしいです。色々事業をこなしながらの調査・研究ですが、さらに別海町のすばらしい歴史と自然を紹介していきたいと思う 2013年です。（K.I） 

東公民館 子どもまつり 

アンモナイト化石のレプリカ作りを行いました。 

   

（１）「絵本雑録記～加賀伝蔵が見た風景～」 加賀家文書関係-A1 パネル 19 枚 （２）「江戸時代のノツケを探る ～野付通行屋跡遺跡発掘調査から～」 A1 パネル 13 枚・出土遺物 200 点（ミニサイズ有） （３）「近世の別海を探るⅠ～ニシベツ・ベツカイ篇」 （以下近世シリーズは江戸時代の様子を紹介） Ａ1 パネル 15 枚 （４）「近世の別海を探るⅡ～海岸線篇」 A1 パネル 18 枚 （５）「近世の別海を探るⅢ～野付半島篇」 A1 パネル 17 枚 （６）「西別川の献上鮭」 献上鮭の製造などを紹介-A1 パネル 17 枚 （７）「義経伝説とヲ子コイチャシとチフルチャシの物語」加賀家文書に残されたアイヌ民族と義経伝説の物語-A1 パネル 12 枚  

 

出前移動展のお知らせ！ 過去に実施した特別展の移動展を希望に応じて実施しています。設置は全て当館職員が行いますので、ぜひ、ご活用ください。 

標津町ポー川史跡自然公園 

野付小学校 


